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生物標本
＝ある生物がいつ、どこにいたかを示す物的証拠
＝さまざまな形で利用できる資源



膨大な標本の蓄積

モノ＝標本としての
利活用

コト＝情報としての
利活用



地名ラベル・コレクションラベル

地名ラベルの例

コレクションラベルの例

NSMT-I-L-30001

地名（日本語）
地名（英語）
緯度経度情報
採集日
採集者

機関の

略号

コレクションの

略号

標本番号



標本データのデジタル化

標本・資料の情報をパソコン等で入力

コンピュータを通じて利用可能な形にする

標本ラベル

（名称・採集日・収蔵場所等）

写真撮影



標本データのデジタル化

機関コード
コレクションコード
標本番号

地名（日本語）
地名（英語）
緯度経度
採集日付
採集者

学名
和名
性別
同定者
同定日付

コレクションラベル

地名ラベル

同定ラベル

その他情報

所属する上位分類群
タイプ標本情報
寄主情報
標本寄贈者の氏名
標本の写真
…

表計算ソフトや
データベースソフトで

入力



公開DB

博物館A

公開DB

博物館B

非公開
DB

博物館C

DB無

博物館D

共有データ
ポータル

♪



サイエンスミュージアムネット
(S-Net)

• 国立科学博物館が運営す
る自然史系標本データの
共有ネットワーク

• 参加機関数：100以上
• 自然史標本データの収集・
公開・国内外への共有

• 人材データの公開
• 研究会の主催



標本データ収集・公開の流れ

1. 参加機関の担当者は、S-Netが提供するデータ変
換ツールを利用して、自機関のデータをS-Net形式
に変換

2. 参加機関の担当者は、変換後のデータを
S-Net事務局へ送付

3. S-Net事務局は、最終チェック後にデータを
S-Netポータルウェブサイトより公開

4. 公開されたデータは、地球規模生物多様性情報機
構（GBIF）へ公開され、国際的に利用される

5. 公開されたデータは、ジャパンサーチにも公開され、
おもに国内で利用される



日本生物多様性情報イニシアチブ（JBIF）

• データ公開数：1,430万件

• 運営：国立科学博物館・国立遺伝学研究所・国立環境研究所

• 支援：文部科学省ナショナルバイオリソースプロジェクト(NBRP)

https://gbif.jp/

日本の生物多様性データ（標本・観察・DNA…）の共有

https://gbif.jp/datause/stat/
JBIFウェブサイト 日本から発信されているデータの内訳



地球規模生物多様性情報機構 (GBIF)

https://www.gbif.org/ja/

GBIFウェブサイト（日本語版）
https://gbif.jp/datause/stat/

データを利用した査読付き論文数

世界の生物多様性データ（標本・観察・DNA…）の共有

• データ公開数：37.6億件

• 国際的な組織



GBIFサイエンスレビュー

JBIFウェブサイトの「ライブラリー」からダウンロードできます



https://jpsearch.go.jp/

ジャパンサーチ

日本のデジタルアーカイブ（標本・図書・映像…）の共有

• データ公開数：3,244万件（S-Netからの提供数：620万件）

※S-Netのうち連携済みなのは76%。ジャパンサーチのうちS-Netデータは19%
• 運営：国立国会図書館



S-Netがつなぐ世界

博物館博物館 博物館

S-Net
観測
データ

学術研究
データ

文化系
データ

地域
データ

生物多様性情報分野
オープンサイエンス

文化施設など
デジタルアーカイブ

GBIF ジャパンサーチ

S-Netは自然史標本データの
「つなぎ役」（アグリゲーター）

JBIF



S-Netシステムいまむかし

2005年〜 2006年〜

2014年頃 2018年〜



2026年4月リニューアル後



今回のタイトル：
「S-Net の新システム：入口の変換
ツールから出口の GBIF まで」

博物館の
元データ

変換ツール
で変換

S-Net形式
で提出

S-Netポータ
ルで公開

GBIFと
ジャパン
サーチで

公開



プログラム

• 13:30～13:45 開会挨拶・趣旨説明 神保 宇嗣（科博）

• 13:45～14:10 S-Net システムの更新について 神保 宇嗣（科博）

• 14:10～15:25 新しくなった変換ツール―変更点と操作のポイント― 太田 藍

乃（科博）

• 15:25～15:40 休憩（15 分）

• 15:40～16:20 S-Net データを GBIF で見てみよう！―GBIF サイトのデモ― 

柿添翔太郎（科博）

• 16:20～16:30 閉会挨拶 神保 宇嗣（科博）



S-Net システムの更新について

国立科学博物館

標本資料センター

神保 宇嗣

第47回S-Net研究会
2026.6.27



S-Netのシステム更新

• ほぼ4年おきに実施
• 2013年度（運用：2014.4〜）
–マイナーアップデート

• 2017年度（運用：2018.4〜）
–システム見直し、大幅な機能追加

• 2021年度（運用：2022.4〜）
–マイナーアップデート

• 2025年度（運用：2026.4〜）
–システム入れ替え、画像サポートの増強



2018年からのシステムでの変更点

• 標本データ形式（S-Net形式）の刷新
–化石・タイプ標本を含めた多くの項目を追加

• 機関・データセットごとのデータ公開
–データセット情報（メタデータ）の刷新
–機関・データセットの検索・閲覧機能

• パーマリンク等によるID管理
–インターネット上で区別できるIDを導入

• 上記変更にあわせた変換ツールの刷新



機関・データセットのデータ

標本1

標本2

標本3

データセット１
（コレクション）

データセット2
（コレクション）

データセット3
（コレクション）

博物館1



更新前後のトップページ比較

2018年〜 2026年〜

システムは入れ替え
見た目は（できるだけ）変えない



各標本の詳細

ファセット検索

絞り込み検索



パーマリンク提供



「ミヤマカラスアゲハ」「北海道」で
絞り込み検索（項目内AND検索）





直接ダウンロード可能
（提供者の修正にも）



!

データセット全件表示



今回の更新の中心：
デジタルアーカイブ時代の
画像サポート増強



2018年のS-Net研究会資料より

デジタルアーカイブの一般化・本格化
標本写真の公開・利用へのニーズ



デジタルアーカイブ（DA）とは？

• デジタル情報資源を収集・保存・提供する仕組み
• 博物館法（2022年4月改正）・博物館の設置及び
運営上の望ましい基準（2026年3月改正）におい
て、DAの構築が博物館の事業として明記
–後者では外部データベースとの連携にも言及

博物館の設置及び運営上の望ましい基準（2026年3月改正） 抜粋

第六条 ４ 博物館は、博物館資料に係るデジタルアーカイブを作成するこ

とにより、その所蔵する博物館資料の安定的な保存、効率的な管理及び積
極的な活用の促進に努めるものとする。その際、博物館資料の利用の拡
大のため、外部のデータベース等との連携に努めるものとする。



DAの構成要素

コンテンツ
（画像・音声・動画等）

プレビュー
（見出し用縮小画像）

メタデータ

（コンテンツに関する（テキス
ト）データ）

国の進めるDAは、画像等のマルチメディア
コンテンツが主体

タイトル：○○チョウ 表面

著作権者：○○博物館

ライセンス：… …



国の「DA戦略2026-2030」
• 4つの目標

1. DA推進に係る基盤整備
2. ジャパンサーチの整備・維持管理
3. 多言語化等による海外発信力強化
4. 専門人材確保・知識普及

• 各分野の中核的な役割を担うアーカイブ
推進組織（つなぎ役）を整理

–国立科学博物館＝自然史分野の中核

S-Netは自然史分野DAの主要な機能



S-NetによるDAへの寄与

(2025.3 S-Net参加機関向けアンケートより）

ジャパンサーチへの…

「つなぎ役」としてのS-Netの役割は重要



標本画像データベースの構成要素

• 検索結果でのサムネイル表示
• 標本レコードから関連画像へのリンク
• 画像とその関連情報の表示

https://db.kahaku.go.jp/webmuseum/col_a3_07/NSMT-I-L_21855



S-Netの画像保存先を考える

• S-Netが画像を持つ
–参加機関は画像および関連情報を提出
–自前のシステムが不要・バックアップとして有用
–登録作業・保存容量のコスト
–データ受取・著作権関係等の事務コスト

• S-Netは画像を持たない
–参加機関は公開画像へのリンクと関連情報を提出
–現実的、GBIF・ジャパンサーチと同様
–館で画像公開できない場合対応不可



S-Netの画像保存先を考える

• S-Netが画像を持つ
–参加機関は画像および関連情報を提出
–自前のシステムが不要・バックアップとして有用
–登録作業・保存容量のコスト
–データ受取・著作権関係等の事務コスト

• S-Netは画像を持たない
–参加機関は公開画像へのリンクと関連情報を提出
–現実的、GBIF・ジャパンサーチと同様
–館で画像公開できない場合対応不可



S-Net

S-Net形式

GBIF

GBIF形式

ジャパンサーチ

ジャパン
サーチ形式

画像（メタ）データ形式に求められること

生物多様性情報・デジタルアーカイブの両分野と
複雑な工程なく連携できる形式が必要



設定した画像（メタ）データ形式（未確定）
画像ID
標本ID
画像タイトル
画像タイトル（日本語）
説明文
説明文（日本語）
画像の対象
画像の対象（日本語）
撮影日
撮影者
撮影者（日本語）
著作権者

著作権者（日本語）

ライセンス
ライセンス（日本語）

ライセンス略称
知的所有権
知的所有権（日本語）
サムネイルURL
本画像URL
MIMEタイプ
キーワード
キーワード（日本語）
備考
備考（日本語）

ジャパンサーチ形式およびGBIFの画像形式
（AudioVisual Core拡張）に変換して共有予定



そのほかの修正点



標本データ形式の更新

• システム内での英語項目名廃止
– 埋め込みフォームのオプションの書き方が変更

• 使っていない項目の削除
– 採集地公開レベル

→詳細地名情報を削除して提出
– カテゴリー→現状使用されていない

• 非公開項目の削除
– 各機関が入力できるが公開されない

S-Netの公開ページからダウンロードした
ファイルを修正して再提出が可能に



機関・データセットデータ形式と閲覧

• 「機関」ページの廃止
–機関データのデータセットデータへの併合
– 「機関」 ページ・パーマリンクは廃止
– 「機関・データセット一覧」ページは継続

• データセットの（メタ）データ形式は項目名など
一部修正

–機関の「セクション」を「機関名」に併合
–データセットのパーマリンクのつけ方を変更

データをできるだけシンプルに



埋め込みフォームについて
• 自機関の標本検索などに利用できる埋め込
みフォームの仕様が変更になったため、
フォームの更新をお願いしたい。

<form action="https://science-net.kahaku.go.jp/search/list" method="get">
<input type="hidden" name="secIdx" value="0">
<input type="hidden" name="cls" value="collect11">
<input type="hidden" name="pn" value="1">
<input type="hidden" name="chkCls" value="collect11">
<input type="hidden" name="sort" value="">
<input type="hidden" name="order" value="0">
<input type="hidden" name="dispnum" value="50">
<label for="keyword">キーワード</label>
<input type="text" id="keyword" name="c1_f" maxlength="30" placeholder="キーワードを入力">
<input type="hidden" name="c17_f" value=”NSMT">
<input type="submit" value="検索">

</form>
↑
フォーム全体コピペしてここを対象機関の略称とする

（NSMTは国立科学博物館（動物））



S-Net情報システムの構成要素
• S-Net標本データポータル
– 自然史標本データ検索

• データ作成サポートツール
– データ変換ツール 担当者が自館データをS-Net形式に
– レッドチェッカー レッドリスト掲載種をみつける

• 研究員・学芸員データベース
– 参加館を中心とした人材データベース

• S-Netウェブページ
– S-Netの紹介、イベント情報、各種資料を公開

• GBIF公開サーバ
– データ公開インターフェース
– GBIFが提供する公開ソフトウェア（GBIF IPT）を使用

巨大データベース運用
セキュリティ対策

陳腐化による定期的更新
→大規模なシステムとして構築



要素ごとに更新

データ変換ツール 研究員・学芸員データベース

S-Netウェブページ
（科博ウェブサイトへの併合）

GBIF公開サーバ

小回りの効く更新 機能追加なく長期運用

運用コストを削減
クラウド化・運用を委託しない



要素ごとに更新

データ変換ツール 研究員・学芸員データベース

S-Netウェブページ
（科博ウェブサイトへの併合）

GBIF公開サーバ

小回りの効く更新 機能追加なく長期運用

運用コストを削減
クラウド化・運用を委託しない

開発／保守業者変更の影響を少なく
しつつコスト削減



各機能のアドレス
• S-Net標本検索
– https://science-net.kahaku.go.jp/ 
（変更無し）

• 研究員・学芸員データベース
– https://www.kahaku.go.jp/resear

ch/db/s-net/researchers/
• S-Netウェブサイト
–科博ウェブサイトに併合
（リンク先クリック）

• GBIF公開サーバ
– https://ipt.kahaku.go.jp/

ブックマーク・リンクの
変更をお願いします



今回のタイトル：
「S-Net の新システム：入口の変換
ツールから出口の GBIF まで」

博物館の
元データ

変換ツール
で変換

S-Net形式
で提出

S-Netポータ
ルで公開

GBIFと
ジャパン
サーチで

公開



S-Netシステム更新とデータの流れ

53

自分のデータ 変換ツール S−Net形式データ

S-Netポータル

変換ツール変換ツール

JPS 形式データ

公開サーバ

GBIFポータル

GBIF形式データ

提出

ジャパンサーチ

研究員・
学芸員DB

独立案件

独立案件
独立案件
クラウド化

独立案件
クラウド化

未実施 未実施

S-Netウェブ 科博ウェブ
への併合



次のステップ：画像の「入口」と「出口」

• 画像データの作成からDB投入までの手順確立
• 画像データを含む標本データのGBIF/ジャパン
サーチへの提供手順確立

–変換ツールの設計・作成（今年度実施）

日本の自然史分野における画像流通の
標準化も視野



今後の課題

• ウェブAPIとどう向き合うか？
– GBIF, ジャパンサーチのAPIで十分？

• ジャパンサーチとどう向き合うか？
–今後は「S-Netが集約した各館のデータ」としたい

• S-Net以外の標本データとどう向き合うか？
–日本の自然史標本すべてをカバーしない
– S-Netを通さずGBIFに登録されている標本の扱い

• 参加館とどう向き合うか？
–意見・要望を聞きつつ今後の方針を検討
–特に画像との付き合い方


